
春原 久徳／青山 祐介／インプレス総合研究所 ［著］

D r o n e  B u s i n e s s  R e s e a r c h  R e p o r t  2 0 2 0

ドローンビジネス
調査報告書2020

 インプレス総合研究所
［ 新産業調査レポートシリーズ ］

SAMPLE



アンケートにお答え頂いた方全員に、最大手 ECサイトの1000円分クーポンをお送りしております。
下記の専用サイトにアクセスし、ご回答をお願いいたします。

https://research.impress.co.jp/enquete

回答期間は本報告書の奥付に記載されている発売日から1年以内です。
アンケートへのご協力を、心よりお待ちしております。

皆様によりよい調査報告書をご提供するためご協力をお願いしたします。読者アンケート

掲載データの取り扱いについて

■CD-ROMの内容
本報告書のCD-ROMには以下のファイルを収録しています。
・ドローンビジネス調査報告書2020.pdf

本調査報告書の本文PDFです。
このPDFはAdobe Acrobat Ⅺで作成しています。Adobe Reader Ⅹ以上で閲覧できます。
お持ちでない方はアドビのホームページ（http://www.adobe.com/jp/products/reader/）からダウンロードしてください。

・ReadMe.txt
ファイルのご利用に際しての注意事項を書いたテキストファイルです。ご利用の前にこのファイルをお読みください。

■データの利用にあたって
データの利用に関し、以下の事項を遵守してください。
（1）社内文書などに引用する場合、著作権法で認められた引用の範囲内でご利用ください。また、その際、必ず出所を明記してください。

例 :「ドローンビジネス調査報告書2020」（インプレス総合研究所）
（2）雑誌や新聞などの商業出版物に引用される場合は、下記までご一報ください。

株式会社インプレス　インプレス総合研究所
〒101-0051　東京都千代田区神田神保町1丁目105番地
電話：03-6837-4621

 report-info@impress.co.jp
（3）紙面、データ、その他の態様を問わず、本報告書に掲載したデータを利用して本製品と同一または類似する製品を製作し、頒布することを禁止します。
（4）本製品（およびその複製物を含む）を、当社の書面による承諾なしに第三者に譲渡、転売、貸与または利用許諾することを禁止します。
（5）お客様が法人である場合、その法人内に従事する者のみ使用できます。
※なお、株式会社インプレスおよび著作権者は本データの利用により発生したいかなる損害につきましても、一切責任を負いません。

■図書館での付属CD-ROMご利用に関して
本書付属CD-ROMに関しまして、図書館でのご利用は館内閲覧のみとしていただき、
館外貸し出しは禁止させていただきます。
また、館内利用時におきましても、収録データのコピーは固く禁じております。

■商標などについて
本報告書に登場する商品名・サービス名は、一般に各社の商標または登録商標です。
本文中は™マークまたは®マークは明記していません。
掲載したURLは2020年3月2日現在のものです。サイトの都合で変更されることがあります。
あらかじめご了承ください。

SAMPLE



はじめに 

ドローンビジネス調査報告書 2020  © 2020 H.Sunohara,Y.Aoyama,Impress Corporation 3 

はじめに 
 

本書はドローン関連ビジネスを展開する企業やキーマンなど 50 社以上の取材を基に、市場動向、ビジ

ネス動向、行政、法律や規制、課題、展望などドローン市場を多角的に分析。国内のドローンビジネスの

成功戦略を立てるための情報が網羅された、必携の１冊です。 

 

第 1 章の「ドローンビジネス市場分析」では、ドローンビジネスの市場規模やロードマップと今後の

展望、産業構造やプレイヤー整理、事業者ごとのビジネスモデルについての分析、市場全体の最新動向、

法律や規制などドローン市場を知るうえで、必要な情報を網羅的にまとめています。 

 

第 2 章「産業分野別のドローンビジネスの現状と課題」では、農業、土木・建設、点検、搬送物流、

公共など 14 分野合計 41 の業務用途ごとにドローンを活用したビジネスの現状とロードマップ、課題

（分野特有の課題、技術課題、社会的課題など）、今後の可能性などを分析しています。 

 

第 3 章の「各省庁の動向」では、今後のドローンビジネス市場を展望するうえで重要な、国土交通省、

経済産業省、総務省、農林水産省、内閣府の動向をまとめています。 

 

第 4 章の「企業動向」では、今後のドローンビジネス市場のカギを握る企業を「ハードウェア」

「サービス・ソリューション提供」「業界団体」などに分類し、42社・団体の動向をまとめています。 

 

本報告書が、新しい市場であるドローンを活用したビジネスを進める上で、少しでもお役に立てれば幸

いです。 

 

 

株式会社インプレス 
インプレス総合研究所 

2020年 3月 
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国内ドローンビジネスの市場規模 

ドローンビジネスの市場規模は、機体とサービスと周辺サービスの３つで構成される。 
機体市場は、業務用（固定翼および回転翼、ローバー型、ボート型、潜水艦型）の完成品機体の国内での販売金額。
軍事用は含まない。サービス市場は、ドローンを活用した業務の提供企業の売上額。ただし、ソリューションの一部
分でのみドローンが活用される場合は、その部分のみの売上を推計。企業や公共団体が自社保有のドローンを活用す
る場合は、外部企業に委託した場合を想定し推計。周辺サービス市場は、バッテリー等の消耗品の販売額、定期メン
テナンス費用、人材育成や任意保険等の市場規模。 

出所：インプレス総合研究所作成 
資料 1.3.1 国内のドローンビジネス市場規模の予測 

2019 年度の日本国内のドローンビジネスの市場規模は 1409 億円と推測され、2018 年度の 931 億円か

ら 478 億円増加している（前年度比 51％増）。2020 年度には前年度比 37％増の 1932 億円に拡大し、

2025年度には 6427億円（2019年度の約 4.6倍）に達すると見込まれる。 

分野別に見ると、2019 年度はサービス市場が前年比 68%増の 609 億円となり、最も高い市場となって

いる。また、機体市場は前年度比 37%増の 475 億円、周辺サービス市場が前年度比 46％増の 326 億円で

続いている。各市場とも今後も拡大が見込まれており、2025年度においては、サービス市場が 4426億円

（2019年度の約 7.3倍）と最も高く、機体市場が 1229億円（2019年度の約 2.6倍）、周辺サービス市場

が 771億円（2019年度の約 2.4倍）に達する見込みである。 

機体市場は、国内および海外メーカーから、農薬散布やセンシング、点検、運搬など用途にあわせた産

2016年
度
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2018年
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度

2020年
度

2021年
度

2023年
度

2025年
度

周辺サービス 65 138 224 326 399 452 619 771

サービス 154 155 362 609 995 1,316 2,529 4,426

機体 134 210 346 475 538 633 938 1,229

合計 353 503 931 1,409 1,932 2,401 4,086 6,427
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業用機体が発売されており、特に農薬散布機は普及しはじめている。 

2020 年度は、非 GPS 環境下で活用される小型機や運搬などに活用される大型の産業機の活用が進むこ

とが予想され、産業用機の種類が増えていくとみられる。また、防災関係機関によるドローンの導入がよ

り一層進むだろう。 

こうした公共などの分野を中心に機体の国産志向が強まっているが、今後国産ドローンが普及するかど

うかは、国産機の基本性能の向上だけでなく、ユーザビリティといった使いやすさの向上が図れるかがカ

ギとなってくる。 

 

サービス市場規模は、昨年度想定していた成長速度よりもやや遅れが見られる。これは企業がドローン

の導入を行うにあたっては、業務フローの再構築や運用ノウハウの蓄積、マニュアル作成、人材の育成な

どを具体化する必要があるが、想定していた以上に時間を要しているからである。2019 年度も企業や国

による実証実験が活発に行われていたが、ビジネス現場への実装まで至らないケースが散見された。 

2020 年度はこれらの課題が徐々に解決されることで、実際のビジネスでドローンを活用する場面が増

えていくとみられる。 

また、2020年度後半には、携帯電話ネットワークの上空利用が急速に進むことが見込まれる1。これま

では、機体と操縦者間の電波が届く範囲の中でドローンが利用されてきたが、携帯電話の上空利用ができ

ることで、携帯電話基地局の電波の届く場所であれば、こうした距離の制限が事実上なくなる。さらに今

後はドローンで取得した映像などのデータを、インターネットを経由してリアルタイムに利用者側に届け

ることができるメリットを生かし、点検などの分野での利用が進むことが見込まれる。また、物流や広域

警備などの長距離飛行が求められる分野で、携帯電話ネットワークを利用したドローンによるサービスの

伸びが見込まれる。 

 

産業分野別にみると、特にインフラや設備点検の現場でドローンが普及していくとみられる。橋梁、鉄

塔、基地局、発電施設、プラント、工場やビル、船舶といった点検対象となる構造物に対して、ドローン

活用の効果が明確になってきている。そうした状況をうけて、ドローンのサービス事業者からソリュー

ションが提供されていくとみられ、インフラや設備点検分野の利用が拡大していくことが予想される。ま

た、非 GPS 環境下でも安定的な飛行が可能となった小型のドローンの開発が進んだことにより、プラン

トや工場の屋内、鉄道トンネルといった環境でもドローンを活用した点検が行われていくとみられる。こ

れらの小型ドローンは、従来の人による点検が困難であった天井や屋根裏空間、細い配管ダクトの中の点

検を可能にし、ドローンが専門的に行う新たな点検分野市場を開拓していく可能性がある。 

 

周辺サービス市場では、ドローンの産業利用が進むにつれて、バッテリー等の消耗品や定期的なメンテ

ナンス、業務環境に即した保険のバリエーションの増加などにより機体市場の拡大に合わせて引き続き成

                                                        
 
 
1 これまで実用化実験局として認められてきたドローンにおける携帯電話の上空利用が、実用局という位置づけに移行する見通

しだ。これまで、総務省に実用化実験局として申請していた手続きが、携帯電話事業者に申請するだけで利用できるようにな

る。申請はWebサービス等を利用して、利用日の直前でもできるようになるなど、利用ニーズに即した形になる予定だ。 
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長していくとみられる。今後、導入が予想される免許制の動きに伴い、スクールの動きが活発になるとみ

られる。各ユーザー企業における運用管理やソフトウェア開発などのドローンに特化した人材の要求が高

まっており人材サービス市場の拡大も予想される。

出所：インプレス総合研究所作成 

資料 1.3.2 サービス市場の分野別市場規模 

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2023年度 2025年度

その他サービス 0 1 66 101 110 119 193 326

屋内 0 3 6 9 15 30 150 210

物流 0 0 5 15 13 22 174 797

防犯 0 0 10 20 42 67 94 131

農業 110 108 175 260 345 428 617 1,000

点検 2 5 43 115 353 488 1,000 1,625

土木・建築 30 23 36 60 81 116 226 245

空撮 12 15 21 28 37 47 75 91
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 2019年度の動向と今後の見通し 

 2019年度の動き 

機体 

2019 年は農業用ドローンのリリースと発売が相次いだ。2019 年秋に開催された「農業 Week 2019」に

あわせて、エンルートは農薬散布用ドローン「AC101」、XAIRCRAFT JAPAN も農薬散布用ドローン

「P30」や汎用ドローン「XMission」を公開。これに対して DJI も、農薬散布用ドローン「AGRAS T20」

と、精密農業用ドローン「P4 Multispectral」を相次いでリリースしたほか、従来の農薬散布用ドローン

「AGRAS MG-1」シリーズの価格を引き下げる改定を行っている。これは 2019年 7月末に、農林水産省

の技術指導指針の廃止と空中散布ガイドラインの新設など、ドローンによる農薬散布に関する規制緩和を

受けての動きだと言える。 

また、点検用ドローン、とりわけ屋内空間向けのモデルのリリースが続いた 1 年でもあった。2019 年

春には Liberawareが屋内空間点検用のドローン「IBIS」のレンタル事業を開始。また、2020年 1月には、

ブルーイノベーションが、スイスFlyability社の球体ドローン「ELIOS2」の販売を開始したのに続いて、

ジャパン・インフラ・ウェイマーク（JIW）は 2020年 1月、米 Skydioと、東南アジア・日本における橋

梁点検の独占パートナーシップ契約を締結し、共同開発した点検特別仕様のドローン「Skydio R2 for 

Japanese Inspection（J2）」を取り扱うと発表している。 

エアモビリティに取り組んできた企業による大型ドローンの開発も進んでいる。空飛ぶクルマを開発し

ているSkyDriveは、2019年 12月に 30kg以上の荷物を運搬できる「カーゴドローン」を開発。建設土木

大手の大林組と共同で建設現場での資材運搬の実証実験を行い、木材や土嚢といった資材を運搬した。サ

イトテックは、最大ペイロード80kgを持つ「KATANA1750」を使い、2019年秋にドラム缶3本を吊り下

げて運搬する実験に成功している。 

準天頂衛星システム「みちびき」の位置情報を活かした無人走行車、ヤマハ発動機などの無人水上艇の

発表などもあり、搬送・点検などの分野で、実証実験が行われた。 

産業 

2014 年に国土交通省が 5年に一度のインフラ点検を義務付け、2019年 3月でそれが一巡する節目とな

る。これに合わせて改定された「道路橋定期点検要領」では、近接目視と同等の情報が得られる方法を利

用することが認められ、ドローンを点検に利用できるようになった。同時期にリリースされた「点検支援

技術性能カタログ（案）」にも、ドローンを使った技術が4件掲載されている。 

こうした動きに呼応するように、大日本コンサルタントやデンソーによる橋梁点検サービスが本格的に

始まったほか、千葉県君津市では自ら汎用ドローンを用いて、市内の橋梁の点検に取り組み始めている。

また 4 月には NTT 西日本グループがドローンによるインフラ点検を行う会社「ジャパン・インフラ・

ウェイマーク」を立ち上げ、橋梁や鉄塔、法面といったインフラの点検サービスをスタート。さらに

NTT ドコモや KDDI といった通信キャリアも、自社の鉄塔点検技術と携帯電話ネットワークを生かした、
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2.1 ドローンの利用が期待される分野 

以下は、各分野におけるドローンの用途をまとめたものである。 

農林水産業 農薬散布（肥料散布、種ま
きなど含む） 

空撮 映画・ドラマ・CM などの
商業空撮 

精密農業 観光空撮 

害獣対策 不動産空撮 

水産業 ニュース報道

林業 イベント撮影

土木・建設 工事進捗 搬送・物流 通常搬送（拠点間・個別） 

測量 緊急搬送 

点検 橋梁 警備 施設警備 

トンネル・とう道 イベント監視

ダム 倉庫工場 
（屋内利用） 

部品・商品搬送 

送電網 在庫管理 

基地局鉄塔 鉱業 鉱業 

ソーラーパネル点検 計測・観測 環境モニタリング 

屋根 保険 
（損害保険） 

損害保険 

ビル壁面 エンタテインメ
ント

ドローンレース 

下水道 イベント演出

プラント 通信 基地局・中継局 

風力発電 公共 消防 

建築物設備 災害調査 

船舶 運搬 運搬 

天井・屋根裏空間 その他 その他 

資料 2.1.1 ドローンの利用分野一覧

ドローンの用途はビジネスとして考えられるだけで 14 分野（41 項目）以上と多岐にわたってい

て、さらなる用途の広がりをみせている。次節から各分野別に現状や活用事例、分野特有の課題、

技術的および社会的な課題と今後の展望についてまとめた。
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2.2 農林水産業 

農業分野でのドローンの用途には、「農薬散布」「肥料散布」「播種（種まき）」「受粉」「精

密農業」「農地内搬送」「鳥獣被害対策」などがある。 

農薬散布は産業用無人ヘリコプターによる作業から派生したもので、無人ヘリに比べてドローン

が小型軽量で安価なこともあり、近年急速に普及が進んでいる。センシングは、生育観察（空撮見

回り）程度から植生解析（植物の健康状態、病害虫の発生状況など）まで幅広い用途が考えられる。

鳥獣害対策は、イノシシやシカなどが人里に下りてきて農作物に被害を与える事態が各地で生じて

おり、その生態把握にドローンの活躍が期待されている。また、内水面でもカワウの追い払いにお

いて、2015 年頃からドローンの活用が進んでいる。 

水産業は、水上ドローンで餌まきを行う養殖業や赤潮被害対策などにドローンを活用する可能性

が出てきている。 

林業では、里山保全管理や森林資源の利活用に向けた、ドローンによる森林調査が進められてい

る。 

このほか、農地内など限られた範囲内でローバー型ドローンなどを農機具や収穫物の搬送に利用

する新しい動きもある。搬送分野については 2.6「搬送物流」にも詳しく記述している。 

ロードマップ 

資料 2.2.1 農林水産分野のフェーズ（2020 年 3 月時点） 

現況と課題、今後の展望 

農林水産業における日本特有の課題としては、2 つの視点がある。農業現場が抱える課題と農業

の産業化に向けた課題だ。 

まず、農業現場が抱える課題として、就労者の高齢化や担い手不足といった就労人口の減少、ま

た農機具の操作のように熟練者でなければできない作業が多いため、若者や女性が参入しにくく、

一人あたりの管理農地面積が増大していること、そして生産者の収入の低さといった点が挙げられ

研究フェーズ

基礎・調査研究 商用可・実用化 普及

農林水
産

事業化フェーズ開発フェーズ

技術開発　　　　　　　　実証実験

農薬散布

精密農業

水産業

林業

害獣対策
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る。さらに新規就農者に向けての知の伝承手段がないこと、海外への輸出を見越した「見える化

（農薬量の問題など）」といった課題もある。

農業の産業化は政府が掲げる施策であるが、農業が産業化するためには他の産業と同様に、情報

システムの活用が進められなければならない。その課題解決のために、生産現場に対しては、ド

ローンによりデータ収集をしたうえで分析し、農薬や肥料の散布を圃場の場所によって変化させ

（適切なところに適切な量をまく）、効率化を図る取り組みが進められている。また、ドローンを

活用することで、今まで人が経験と勘で行っていた作業の“暗黙知”を“形式知化”し、経験者の

知の伝承手段を図ることができる。農業の産業化という点では、いつどんなものがどのくらい生産

物として納められるかといった農作物の情報化への寄与や、生産過程における「見える化」が進む

ことが期待される。

日本はすでに農作技術が高く、農作地の面積が他の国々に比べて狭い。そうした環境では、収量

の増加や作物の品質向上、病害虫による農作物被害の軽減などさまざまな効果に対して実感が得ら

れにくい面もあり、精密農業のメリットを感じることが難しい。今後、精密農業を推進するために

は、農業全体市場で捉えていくことが重要である。つまり、生産する農作物が消費者に届くまでの

さまざまなコスト（物流、宣伝販促費）や食品加工業者などが捻出しているコストも含めて、農業

という産業全体での費用対効果を見極めながら取り組んでいく必要がある。

さらにこうした精密農業は、これまで各所で実証実験は行われているものの、まだまだ産業への

実装の段階に進んでいるものは少ない。そこで政府では「未来投資戦略 2018」で“農林水産業全

体にわたる改革とスマート農林水産業の実現”を掲げ、「スマート農業加速化実証プロジェクト」

を推進している。これは各都道府県に１ないし２のスマート農業モデル地区を展開するというもの

で、この動きが日本のスマート農業を加速させていく原動力となるだろう。

農林水産業分野でのドローンの利活用は、農薬散布が普及期に達しており、2019 年度中の規制

緩和により、さらに参入のハードルが下がったと言える。ただし、その一方で農業に関わっていな

い事業者の参入も多く、特に薬剤の扱いや散布に関するトラブルの増加が懸念されている。特に農

薬使用に関するエビデンス化は急務である。また、それ以外の分野については、未だ実証実験の段

階にとどまっている。

2.2.1 農薬散布（肥料散布、種まきなど） 

現況 

日本国内では農薬の空中散布において、1990 年代から産業用無人ヘリコプターが利用されてい

た。そして 2016 年 4 月に農林水産省がドローンによる農薬散布のガイドライン「空中散布等にお

ける無人航空機利用技術指導指針」を定めたことで、ドローンによる農薬の空中散布が本格的に始

まった。日本の農家一戸あたりの経営耕地面積 1は平均 1.77ha、農業の一経営体あたりの耕地面

1 農林水産省, http://www.maff.go.jp/j/tokei/sihyo/data/10.html 
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積は 2.17ha（いずれも平成 31 年、北海道を除く都府県平均）であり、今後、一戸あたりの経営耕

地はさらに増えていくことが見込まれる。

こうした経営耕地の拡大につれて、農薬の空中散布も拡大する傾向にある。ドローンによる農薬

散布が本格的に始まった 2016 年は延べ 684ha だったものが、2017 年には 9690ha と急拡大して

いる。また、農林水産航空協会に登録されているドローン（12 社 20 機種）やオペレーターも年々

増加するとともに、指定教習施設も 259(令和 2 年 2 月 1 日現在）に増えている。 

ドローンによる農薬散布では、これまで農林水産省の「空中散布における無人航空機利用技術指

導指針」に基づいて、農林水産航空協会が定めた「産業用無人航空機運用要領」に従い、機体や散

布装置の認定、オペレーターの研修と技能認定などが行われてきた。しかし、政府の総合規制改革

会議がドローンによる農薬散布の規制緩和を打ち出したことを受けて、2019 年 7 月 30 日に技術指

導指針を廃止。ドローンについては「無⼈マルチローターによる農薬の空中散布に係る安全ガイド

ライン」を設け、航空法に基づく「物件投下の飛行」という扱いとし、新たに農薬散布向けの航空

局標準マニュアルを設けている。

あわせてそれまで農林水産航空協会が行ってきたオペレーターの認定については、メーカーが中

心となって行うこととなった。さらに、農薬取締法の規制見直しで、農薬散布に使用する散布機器

は使用者の自律的な判断に任されることと、ドローンに適した濃度で使用する変更の登録申請につ

いては、作物残留試験の追加提出を必要としないことになっている。

また、これまでドローンによる農薬散布はもっぱら水稲に対するものであったが、畑作や果樹、

施設園芸、林業などにもドローン（ローバー型含む）の利用に向けた技術開発が行われ、その利用

も増えていくことが見込まれる。

ドローン活用のメリット・特長 

・労働負担の軽減（ひとりでも手軽に作業が行える）

・作業効率の向上（動力噴霧に比べて作業時間は約 3 分の 1）

・コストの削減（地上での農薬散布に比べて安価なケースがある）

・健康被害の軽減（地上の農薬噴霧の場合、作業者が農薬を吸い込むケースがある）

・（従来の産業用無人ヘリと比較して）導入費用の削減

・導入費用が安価なため、農家の所有が容易で、適期防除が可能

・（従来の産業用無人ヘリと比較して）実用性向上

・作物の安全性の向上（必要な場所にピンポイントで農薬を散布）

主なプレイヤー 

・ハードウェア

エンルート、丸山製作所、TEAD、東光鉄工、DJI、クボタ、スカイマティクス、MAC－

FACTORY、ヤマハ発動機、マゼックス、XAIRCRAFT JAPAN、ciRobotics、ドローンワーク

システム、イームズロボティクス、FLIGHTS、石川エナジーリサーチ、ナイルワークス、プロ

ドローン、サイトテック、東京ドローンプラス、ほか
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・サービス

ドローンオペレーターなど農薬散布を請け負う事業者

・エンドユーザー

農家、農家同士が連携した小規模な組合

ビジネスモデル 

農家がドローンを購入して自ら農薬散布するケースと、作業を請け負うサービス事業者へ依頼し

て散布を任せるケースに分けられる。今後は、農家が農薬散布サービスを利用するケースが増加す

ることが見込まれる。

費用 

・利用者が購入する場合：機体購入に 100 万～300 万円程度。別途、農薬代が必要

・農家が農薬散布サービス会社に依頼した場合の単価は 1ha あたり 1 万～2.5 万円（農薬代は別

途）。北海道などでは 10 アール 1000 円程度、農薬散布の難しい地域は 10 アール 2500 円程度

と地域差がある。

※利用する農家から見ると費用対効果がわかりづらく、費用への納得感があるかどうかがポイント

となる。

代表的な機体 

AC1500/AC101（エンルート）、TSV-AH1/2（東光鉄工）、アグラス MG-1 シリーズ／アグラ

ス T20（DJI）、YMR-08（ヤマハ発動機）、 ciDrone AG（ ciRobotics）、AGR16A/EG／

AGR24A/EG（ドローンワークシステム）、エアロスプレーヤーAS5Ⅱ（イームズロボティクス）、

FLIGHTS-AG（FLIGHTS）、Agri-Flyer／ハイブリッドドローン（石川エナジーリサーチ）、

MG-1K シリーズ（クボタ）、M4E／G200（MAC-FACTORY）、MMC940AC-1／MMC1501

（ 丸 山 製 作 所 ） 、 飛 助 MG/DX （ マ ゼ ッ ク ス ） 、 Nile-T19 （ ナ イ ル ワ ー ク ス ） 、

KATANA6S1200F/12D1750F（サイトテック）、Mulsan DDAX04 Type T/TA408（TEAD）、ヘ

リオスアグリ 5/10（東京ドローンプラス）、P20/30（XARCRADT JAPAN）など

課題 

① 分野特有の課題

・機体およびサービスのコスト負担

中小規模の生産者がコストをかけてドローンを使用して散布する場合と、人の手で散布する場

合とを比較して、費用に見合う効果が得られるかが課題であった。現在では農薬散布サービス

を行う事業者も増えてきており、結果として生産者の利用も進んできている。

② 技術課題

・ダウンウォッシュの弱さ

産業用無人ヘリコプターは農薬を下に吹き付けるダウンウォッシュが強いが、それに比べてド
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3.1 全体動向 

本節では、政府や関係省庁の動向をまとめる。

日本において行政がドローンに関わる契機となったのは、2015年 4月 22日に発生した首相官邸へのド

ローン落下事件 1だ。奇しくもこの事件がきっかけとなって、ドローンというものの存在が日本で世間に

広く知られることとなった。この事件のあった 2015 年以降、航空法をはじめとしたドローンに関するさ

まざまな法令が整備され、同時に産業分野でドローンを利用する機運が高まり、ドローン利活用を振興す

るさまざまな行政の施策が設けられていくこととなった。

■レベル 4実現を“2022年度～”と目標年限が具体的に

政府の省庁でおもにドローンに関係するのは、規制と利活用の両面で全省庁の動きを取りまとめる立場

の内閣府、ドローンを航空法上で無人航空機と位置付けて規制する国土交通省、ドローンによる農薬散布

について所管する農林水産省、機体との通信に必要な電波を所管する総務省、そして、産業での利活用や

空飛ぶクルマ（エアモビリティ）の開発などを振興する経済産業省となっている。

省庁を跨いでドローンに関する施策を取りまとめる内閣府では、2019年 6月 21日に「空の産業革命に

向けたロードマップ 2019 ～小型無人機の安全な利活用のための技術開発と環境整備～」を公開。2017

年から毎年度、取りまとめられているこのロードマップは、特にドローンの利活用について4つのレベル

（段階）を設定し、そのために必要な環境整備や技術開発を示している。その中でも特に「有人地帯での

目視外飛行（第三者上空）」について、2018 年度までのロードマップでは“2020 年代前半～”としてい

たが、2019 年度版では“2022 年度～”と、その時期をより明確に示した。このことによりレベル 4 の利

活用に向けて、環境整備や技術開発といった事業者の動きが活発になることは間違いない。

1 このドローン落下事件は、威力業務妨害罪および火薬類取締法違反で起訴され、2016年2月16日、被告に懲役2年執行猶予

4年の有罪判決が言い渡された 
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出所：小型無人機に係る環境整備に向けた官民協議会より 
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/robot/2019kaiteiroadmap.pptx 

資料3.1.5 個別分野におけるロードマップ 2019④ 

■航空法に“飲酒飛行”に対する罰則も含む飛行方法 4項目の追加

ドローンを無人航空機として航空法で規制する国土交通省では、2019年 9月 18日に航空法を改正し、

それまで 6つが定められていた飛行の方法に、新たに「アルコール又は薬物等の影響下で飛行させないこ

と」「飛行前確認を行うこと」「航空機又は他の無人航空機との衝突を予防するよう飛行させること」

「他人に迷惑を及ぼすような方法で飛行させないこと」という4つの項目を追加。特にいわゆる酒気帯び

状態での飛行には、1 年以下の懲役又は 30 万円以下の罰金が科せられることとなっている。さらにこの

改正では、羽田、成田、新千歳、中部、関西、大阪、福岡、那覇の主要 8空港で空港の敷地の上空および

進入表面、転移表面の下の空域が新たに飛行禁止空域となった。

また、国土交通省では2019年4月23日から飛行情報共有システムのオンラインサービスをスタートさ

せた。これはドローンを飛行させる場所、日時と操縦者、機体情報を登録すると、他のドローンの操縦者

や航空機の操縦者が地図上で、飛行経路等を確認できるというもの。文字通りドローン同士、ドローンと

航空機が飛行情報を共有することで、ニアミスや衝突などの事故を予防しようとするものだ。2019 年 7

月 29 日の「無人航空機の飛行に関する許可・承認の審査要領」改正に伴い、新たに航空法に基づく許

可・承認を受けて飛行する場合には、飛行の都度、この飛行情報共有システムに、飛行予定の情報を入力

しなければならなくなっている。
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4.1.3 エンルート 

■企業概要

会社名 株式会社エンルート

URL https://enroute.co.jp/ 
所在地 埼玉県朝霞市北原 2 丁目 4-23 
設立 2006 年 10 月 
資本金 9 億 4,600 万円（資本準備金含む） 
代表者 代表取締役会長 芝本 義孝、代表取締役社長 江口 覚郎

事業内容 ・農業用・産業用無人航空機の企画、設計、開発、製造、販売

・無人航空機の修理、保守、メンテナンス、運用サービス

・特殊無人航空機の受注開発、設計、製造、販売

・無人機運用、操縦者の育成・講習

社員数 59 名（2019 年 12 月現在） 

概要 

・2006 年 10 月ラジコンを販売製造する株式会社エンルートを設立。

・現在は、マルチコプターをはじめとする農業用・産業用無人航空機の開発、設計から製造、販売、

機体の点検整備や運用デモなどを一貫して行っている。

・マルチコプターを用いてインフラ保守、自然災害対応、救助、災害事故対応、農畜産、環境調査

など、さまざまな分野にソリューションを提供している。

・エンルート製品の８機種が「資料の一部を省略することができる無人航空機」として認定

・エンルート AC940D・AC1500 が農林水産航空協会より性能認定。

・産業用ドローンパイロットを目指す者に向けたスクール「E.R.T.S.（アーツ）」を開設。

・「エンルート・ドローンフィールド東金」を開設。

・無人航空機の管理団体と講習団体として国交省の HP に正式に掲載。

・TOPCON のトータルステーションを活用した航空測量用ドローン QC730 TS を提供開始。

・レーザー測量機搭載大型ドローン「LS1500R」発売（2018 年 11 月）。

・NTT ドコモ・富士通・エンルート共同で「ドローン中継局」を開発（2018 年 12 月）。

・新型農業散布用ドローン AC101「軽量・コンパクト・低燃費」をコンセプトに開発（2020 年春

販予定）。

取り組んでいる事業レイヤー 

ハード
ウェア

サービス
周辺 

サービス

● 
農業 点検 

土木 
建築 

物流 屋内 警備 
エン
タメ

その
他 ● 

● ● ● ● ● 
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直近 1年間のドローンに対する取り組み 

2019 年 2 月 消防活動に対応した数種の機能を装備したカスタマイズ機を開発、販売 
3 月 コーポレートロゴを刷新、「働くドローン®」を商標登録 

農業用大型ドローン「AC1500 2019 年モデル」を発売 
4 月 NTT グループ、ふくしま未来農業協同組合、日本農薬と、準天頂衛星み

ちびき対応ドローンや NTT グループの AI 技術を活用したスマート営農

ソリューションの実証実験を実施（～2021 年 3 月）

10 月 オプティムと、AI・IoT・ドローンを活用したスマート農業分野での協

業を発表

農薬散布用新型ドローン「AC101」を発表、2020 年春に発売 
12 月 福島ロボットフィールドにおいて運航管理システム（UTM）との相互

接続試験に参加

代表的な機体およびサービスについて 

（1）代表的な機体

以下が、代表的な機体である。部品の入手性、メンテナンスのし易さ・アフターサービスという

点から、産業機として人気を集めている。

① 農業分野：AC101（型式番号 AC101）

2020 年春シーズンに発売予定の農薬散布用新型ドローン AC101 は、「軽量、コンパクト、低燃

費に」をコンセプトに開発された。

取り外しを不要にした折りたたみ式プロペラを 4 基搭載。バッテリ交換効率を向上し、液剤タン

クにはスムーズな脱着を実現するレール式構造を取り入れ、作業後のメンテナンスも容易にするな

ど、機体本体とオプションパーツに大幅な改良が加えてある。その結果、10L の薬剤タンクを搭載

する従来の大型機「AC1500」の機体重量（バッテリ除く）11.9kg に比べ、40%の軽量化と 45%の

小型化を実現。さらに、1 バッテリで最大 2.5h（15 ㎞飛行で 4L/50a を 5 回散布）の散布能力も実

現した。

出所：エンルート提供資料より 
資料 4.1.8 農業散布用新型ドローン AC101 
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［執筆］

春原 久徳 （Sunohara Hisanori） 

一般社団法人　セキュアドローン協議会 会長
一般社団法人　ドローン自動飛行開発協会 (DADA)代表理事
ドローン・ジャパン株式会社 取締役会長

現在、ドローン関連コンサルティング、ドローンソフトウェアエンジニア育成事業、ドローンによる農業サービス開発を行っている。
三井物産の IT系子会社で12年、米や台湾企業と ITコンポーネンツの代理店権の獲得および日本での展開を担当。その後、日本マイクロソフト
で12年、PCやサーバーの市場拡大に向けて、日本および外資メーカーと共同で戦略的連携を担当。
2015年12月、ドローン・ジャパン株式会社設立。『ドローンビジネス調査報告書 2019』（株式会社インプレス）を調査執筆、Drone.jpでコラム
[春原久徳のドローントレンドウォッチング ]連載中。他にも各産業業界誌で多数執筆。農林水産省、NEDOや各業界団体でのドローン関連の講師
を年間60～ 80回程度行っている。

［執筆］

青山 祐介 （Yusuke Aoyama）

ジャーナリスト・カメラマン・編集者

出版社勤務を経て2005年に独立。フリーランスのジャーナリストとして、ドローンをはじめカメラ・写真、映像制作、インターネット、モバイルデ
バイス、オートバイなど幅広いテーマの雑誌・Web媒体に寄稿。
自らドローンによる撮影も手がけており、コマーシャル、映画、テレビといった撮影の業務を受託。同時に橋梁点検、レーザー測量、太陽光発電所
点検といった産業向けドローンオペレーション業務を受託して、現場オペレーションを行っている。
ドローン分野については「ドローン .biz」（内外出版社）、「VIDEO SALON」(玄光社）、「ドローン空撮GUIDEBOOK改訂版 2019」（玄光社）
などの雑誌記事を執筆するほか、「ドローンジャーナル」（インプレス）、「DRONE-NEXT」（内外出版社）、「DRONE.jp」（プロニュース）などの
Web媒体の記事も執筆している。

［執筆・編・調査］

インプレス総合研究所

インプレスグループのシンクタンク部門として2004年に発足。2014年 4月に現在の「インプレス総合研究所」へ改称。インターネットに代表さ
れる情報通信（TELECOM）、デジタル技術（TECHNOLOGY）、メディア（MEDIA）の3つの分野に関する理解と経験をもとに、いまインターネッ
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